
 

 

報道機関 各位 

 

令和 5年 6月 22日 

 

 

しののめ信用金庫 第 78 期（令和 5年 3月期）決算を発表 

 

役務取引等収益の増加と貸倒引当金等の信用コストが減少し、 

経常利益は前期比 31.62％の増益。当期純利益は、1,501百万円を計上。 

 

 

▼ しののめ信用金庫（理事長 横山 慶一）は 6月 22日(木)、通常総代会を開催し令和 5

年 3月期（令和 4年 4月～令和 5年 3月）の決算報告を行いました。 

 

▼ 当金庫では金融と本業の両面の支援を徹底することが重要な課題と認識したうえで、お客

様のデジタル化をサポートするシステム「しののめ信用金庫ケイエール」の導入や、お取

引先のビジネスマッチング契約を組織的に取り組む事が可能となるシステム「しののめビ

ジネスマッチングサービス」の導入を開始いたしました。また、令和 5年 3月には多様な

経営課題への解決を目的として投資専門子会社しののめキャピタル株式会社を設立いたし

ました。事業承継や地域経済の活性化に不可欠な創業・成長に関する支援機能を一段と強

化することで地域経済の発展に少しでも貢献したいと考えております。 

 

▼ 損 益 

 

経常利益は、役務取引等収益の増加、物件費の削減や個別貸倒引当金の減少等によって、前

期比 625百万円（31.62％）増加し、2,604百万円となりました。 

 

本業の収益力を示すコア業務純益は 128百万円の減益となったものの、2,659百万円と高い

水準を維持することができました。 

 

当期純利益は 1,501百万円となり、ほぼ前年並みの最終利益を確保しました。 

 

自己資本比率は、0.01％上昇し 8.10％となりました。 

   

 

  



 

 

１．主要勘定・指標等

開示項目 5年3月期 4年3月期 増減値

預  　金　期末残高 1,037,345 1,034,104 3,240 0.31 %

預　  金　期中平均残高 1,055,362 1,044,742 10,619 1.01 %

貸 出 金　期末残高 437,413 444,940 △ 7,527 △ 1.69 %

貸 出 金　期中平均残高 437,717 452,708 △ 14,991 △ 3.31 %

業務純益 2,933 3,082 △ 149 △ 4.83 %

コア業務純益 2,659 2,788 △ 128 △ 4.60 %

経常利益 2,604 1,978 625 31.62 %

当期純利益 1,501 1,524 △ 22 △ 1.49 %

自己資本比率 8.10 8.09 0.01 -

金額単位：百万円

業務収益＝資金運用収益＋役務取引等収益＋その他業務収益

業務費用＝資金調達費用＋役務取引等費用＋その他業務費用＋一般貸倒引当金繰入額＋経費

業務純益＝業務収益－（業務費用―金銭の信託運用見合費用）

コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益

増減率

 

 

 

 

※ 本件に関するお問い合わせは、下記までお寄せください。 

                  〒370-0851 群馬県高崎市上中居町 58番地 

                  しののめ信用金庫 総合企画部 加藤 

                 TEL 027-330-1175 FAX 027-326-5522 

 

以上 


